
暮
ら
し
の
困
難
が
増
す
中
、

市
営
住
宅
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
た
て
み
ち
市
議
は
、

市
営
住
宅
を
減
ら
さ
ず
、
住
宅

の
高
齢
化
も
考
え
、
ま
ち
づ
く

り
も
視
野
に
入
れ
た
住
宅
政
策

が
必
要
で
は
と
、
市
の
姿
勢
を

質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
耐
用
年

数
を
過
ぎ
た
石
山
団
地
の
一
刻

も
早
い
建
て
替
え
を
求
め
、
建

て
替
え
基
金
の
活
用
も
提
案
。

市
の
答
弁
は
、
「
（
仮
称
）

市
営
住
宅
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
石
山

団
地
は
入
居
者
の
生
活
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
対

応
に
努
め
、
住
民
の
方
々
に
は

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
と
し
、

基
金
を
使
う
考
え
は
な
い
と
い

う
も
の
で
し
た
。

財
政
状
況
を
理
由
に
、
建
て
替

え
を
先
延
ば
し
し
、
市
営
住
宅

を
削
減
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
石
山
団

地
は
速
や
か
な
建
て
替
え
が
必

要
で
す
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
追
及
し
て
い
き
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

公
共
交
通
の
充
実
、
中
小
企
業

振
興
に
つ
い
て

6⽉通常会議の一般質問が、8〜10日に⾏われました。
党市議団は市⺠にとって切実な課題を取り上げ、質問に⽴ちました。６⽉通常会議

←「許さない！戦争する国づく
り6・14県⺠集会」戦争法案
をストップさせるため党市議
団も参加しました。

市
は
今
年
度
末
ま
で
に
「
学

校
規
模
等
適
正
化
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
計
画
で
す
。
林
市

議
は
、
こ
れ
は
、
大
津
市
公
共

施
設
適
正
化
計
画
に
示
さ
れ
た
、

小
中
学
校
の
敷
地
面
積
を
25
．

５
％
削
減
す
る
と
い
う
方
針
を

具
体
化
す
る
も
の
で
、
文
科
省

の
統
廃
合
検
討
基
準
に
該
当
す

る
小
学
校
８
校
、
中
学
校
３
校

を
、
財
政
難
・
少
子
化
を
理
由

に
統
廃
合
を
進
め
る
も
の
で
は

な
い
か
と
質
問
。
地
域
の
現
状

に
応
じ
学
校
の
新
設
が
必
要
と

市
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

市
か
ら
は
、
「
ビ

ジ
ョ
ン
」
は
公
共
施

設
適
正
化
計
画
と
の
整
合
を
図

り
つ
つ
、
財
政
面
だ
け
を
捉
え

ず
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る

た
め
に
検
討
す
る
と
の
回
答
で

し
た
。

こ
の
間
、
財
政
難
を
理
由
に

民
間
委
託
や
公
共
施
設
の
削
減

な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
人
数
学
級
で
子
ど
も
た
ち
に

行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
す
る

た
め
に
も
、
学
校
統
廃
合
を
さ

せ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

原
発
問
題
に
つ
い
て

学
校
は
統
廃
合
で
は
な
く
、

新
設
で
マ
ン
モ
ス
校
の
解
消
を

林
ま
り

市
議

現
在
、
国
会
で
議
論
さ

れ
て
い
る
「
集
団
的
自
衛
権

関
連
法
案
」
は
、
議
論
が
進
む
ほ
ど
に

「
平
和
安
全
」
の
名
と
は
全
く
逆
の
方

向
へ
日
本
を
導
く
、
憲
法
違
反
の
「
戦

争
法
案
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。
大
津
市
に
は
自
衛
隊
駐
屯

地
が
あ
り
、
日
米
合
同
演
習
も
行
わ
れ

る
演
習
場
が
隣
接
す
る
高
島
市
に
あ
る

こ
と
で
、
テ
ロ
の
危
険
性
も
高
ま
り
、

市
民
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
の

で
は
と
不
安
や
懸
念
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。杉

浦
市
議
は
、
日
本
共
産
党
志
位
委

員
長
の
国
会
論
戦
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
法
案
の
問
題
点
を
示
し
、
市
民
の
命

が
か
か
っ
た
課
題
と
し
て
、
市
民
の
生

命
、
財
産
を

守
る
べ
き
自

治
体
の
長
と

し
て
、
こ
の

法
案
に
反
対

す
べ
き
と
市
長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

市
長
は
答
え
ず
、
政
策
調
整
部
長
が

「
国
政
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
も

の
」
と
答
え
る
の
み
で
し
た
。

戦
争
は
一
番
の
暮
ら
し
破
壊
、
生
命

を
脅
か
す
も
の
で
す
。
市
は
、
国
に
対

し
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す
べ
き
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

保
育
問
題
、
公
設
卸
売

市
場
事
業
の
民
営
化
、

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
お
つ

の
民
営
化
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
市
議
の
一
般
質
問
紹
介
特
集
号

杉
浦
と
も
子

市
議

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

市
営
住
宅
の
運
営
を
提
案

た
て
み
ち
秀
彦

市
議

年に１回行われる大津市自立支

援協議会の公開の報告会が６月５

日にあり、参加してきました。予

想を超える参加者で資料が足りな

くなるほどでした。

障がい者関係の課題はこの協議

会で議論され、市に対して提案や

要望が出されます。課題ごとにい

くつもの部会があり、それぞれか

ら報告がありました。

報告会の最後に、65歳になり、

総合支援法に基づく「介護保険優

先原則」で、今までのサービスが

使えなくなったので何とかして欲

しいという声があがりました。党

市議団は、障がい者権利条約にふ

さわしく、安心して地域で暮らせ

るよう、障がい児者の声に耳を傾

け、制度改善のためにがんばりま

す。（石黒かづ子）

障
が
い
児
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
津
市
に

大津市自立支援
協議会報告会
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戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
進
め
る

「
戦
争
法
案
」
に
反
対
を

壁や床が腐り、
はがれている
⽯⼭団地の室内（写真提供：滋賀⺠報社）



公
立
図
書
館
を
民
間
業
者
に
委

託
・
指
定
管
理
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
戦
前
、

一
部
の
権
力
者
し
か
利
用
が
許
さ

れ
ず
、
戦
時
中
に
は
言
論
統
制
を

行
う
機
関
と
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
憲
法
の
下
、
制
定
さ
れ
た

「
図
書
館
法
」
は
全
て
の
国
民
に

知
る
権
利
や
学
ぶ
権
利
を
保
障
し

て
い
ま
す
。

岸
本
市
議
は
、
強
行
可
決
さ
れ

た
「
秘
密
保
護
法
」
や
漫
画
『
は

だ
し
の
ゲ
ン
』
の
閲
覧
が
制
限
さ

れ
る
よ
う
な
現
代
に
あ
っ
て
、
市

民
に
資
料
・
情
報
を
公
正
に
収
集
・

探
索
・
提
供
す
る
市
立
図
書
館
の

運
営
は
、
公
営
で
継
続
す
べ
き
と

市
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
教
育

長
は
、
図
書
館
は
国
民
に
知
る
権

利
を
保
障
す
る
施
設
と
い
う
認
識

は
示
し
た
も
の
の
、
公
営
で
継
続

す
る
か
は
明
言
を
避
け
ま
し
た
。

民
間
委
託
で
は
な
く
、
市
民
の

権
利
を
保
障
し
、
図
書
館
機
能
の

充
実
を
進
め
る
よ
う
求
め
て
い
き

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

「
地
方
創
生
」
、
公
共
施
設
の
再

編
に
つ
い
て

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
年
齢
は
中
学
生
以
上
と

い
う
の
が
、
全
国
的
な
主
流
に
な
っ

て
い
ま
す
。
大
津
市
で
は
、
就
学

前
ま
で
は
入
院
・
外
来
と
も
無
料
、

小
学
生
は
自
己
負

担
あ
り
で
、
外
来
は
３
年
生
ま
で
、

入
院
は
６
年
生
ま
で
の
助
成
の
み

と
、
県
下
で
も
遅
れ
て
い
ま
す
。

石
黒
市
議
は
、
市
が
子
育
て

重
視
を
掲
げ
る
な
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
医
療
費
無
料
化
を
進
め

る
考
え
は
な
い
の
か
質
し
ま
し

た
。
市
は
、
持
続
可
能
な
制
度

と
す
る
こ
と
が
必
要
で
充
分
見

き
わ
め
た
い
と
し
、
県
に
対
し

て
制
度
拡
充
を
求
め
て
い
く
と

の
、
消
極
的
な
答
弁
で
し
た
。

命
や
健
康
に
関
わ
る
制
度
が

住
ん
で
い
る
所
に
よ
っ
て
格
差

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
の
命
と
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
住

民
の
み
な
さ
ん
と
制
度
拡
充
の

運
動
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

介
護
保
険
制
度
改
定
、
乳
幼
児
健

診
の
民
間
委
託
、
生
活
保
護
制
度

改
悪
に
つ
い
て

市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る

図
書
館
運
営
は
公
で
こ
そ

「
子
ど
も
の
医
療
費
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
」
は

市
民
の
切
実
な
願
い

6月6日、滋賀自治体問題研究所創立30周年記念の講演

会が行われ、私も参加してきました。

講師に元京都府与謝野町長の太田貴美さんを迎え「地域

の宝物を再発見し、人とお金がぐるぐるめぐるまちづくり」

というテーマで、「まちづくりの主人公は、そこに住む住

民であり、住民が輝けば、まちは輝く」「困ったら住民の

中へ」をモットーに取り組まれてきたことを語られました。

３つの町の合併に至るまでに、地域に出向いて住民と話し

合いを重ね、インフラの整備や地域産業、中小業者の振興

などに力を入れてこられた話を聞くと、首長の姿勢で自治

体の方向が大きく変わることが、よくわかりました。来年

１月は大津市長選挙があります。住民の立場に立つ市政へ

の転換が望まれます。

（立道秀彦） 滋賀自治体問題研究所
創立３０周年記念講演に参加

首長の姿勢で
自治体の方向が変わる

日
本
を
戦
争
す
る
国
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、
戦
争
法
案
（
安
保
法
制
）
に
反
対
す
る
署
名
を
集
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ッ
プ
！
戦
争
法
案

岸
本
の
り
子

市
議

石
黒
か
づ
子

市
議
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